
           

                

アスベストの曝露によって胸膜の中皮細胞から発生する悪性の腫瘍（悪性胸

膜中皮腫）を早期に簡便にマイクロRNAを用いて診断する。マイクロRNA

は、胸水や血液中に存在するエクソソームから抽出される。 

悪性胸膜中皮腫の診断には、胸水や胸水のヒアルロン酸を用いた検査が行わ

れている。肺野に病変を認めても診断が難しく臨床的に大きな課題となって

いる。 

エクソソーム内包マイクロRNAの抽出技術を 

有する研究機関や企業とのコラボ 

悪性胸膜中皮腫細胞が分泌する６種類のエクソソーム内包マイクロ

RNAは、正常細胞では確認されず、特異的なマイクロRNAであり、

これを調べることで、簡便に検査が可能である。 
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